
 

 
 

令和８年３月２６日 

国土交通省関東地方整備局 

京浜河川事務所 

 

工事の発注手続きについて 

～「Ｒ７多摩川右岸石田防災ステーション橋梁工事」の発注手続きを行います～ 
 

京浜河川事務所が発注する「Ｒ７多摩川右岸石田防災ステーション橋梁工事」において、

不調･不落対策等を試行、採用します。 

 

 工事発注において予定価格超過や入札参加者がいないことなどを理由として、入札のとりや

めや不調が予想される工事について、不調･不落対策等を試行、採用しています。 

今回発注する「Ｒ７多摩川右岸石田防災ステーション橋梁工事」については、以下のとおり

不調･不落対策等を試行、採用します。 

 

 

【不調･不落対策等】 

１．総合評価落札方式（自治体実績チャレンジⅡ型） 

２．余裕期間制度（フレックス方式） 

３．競争参加資格の緩和 

４．見積活用方式 

 

 

 

※詳細は次頁をご覧下さい。 

 

＜発表記者クラブ＞ 

竹芝記者クラブ 神奈川建設記者会 都庁記者クラブ 神奈川県政記者クラブ 埼玉県政記者クラブ  

＜問い合わせ先＞ 

関東地方整備局 京浜河川事務所 

電話：０４５－５０３－４０００（代表） ＦＡＸ：０４５－５０３－４００７ 

副所長（技術）  島村（しまむら） （内線：２０４） 

工務課 課長   大田（おおた）  （内線：３１１） 

 



 

 

《工事概要》 

（１）工 事 名：Ｒ７多摩川右岸石田防災ステーション橋梁工事 

（２）工事場所：東京都日野市石田地先 

 （３）全体工期：契約締結の翌日から令和９年２月２６日まで 

（余裕期間制度（フレックス方式）） 

 （４）入札方式：総合評価落札方式（施工能力評価型Ⅱ型）自治体実績チャレンジⅡ型 

（５）工事種別：一般土木 Ｃ等級  

（６）工事内容（概要）： 

ＰＣ橋工                                   １基 

橋梁付属物工                                 １式 

コンクリート橋足場等設置工        １式 

橋台工                                         １式 

舗装工                       約１０，０００ｍ２ 

区画線工                                        １式 

法覆護岸工                   約１，１００ｍ２ 

防護柵工                              約３５０ｍ 

縁石工                                  約１５０ｍ 

構造物撤去工                                 １式 

仮設工                                            １式 

 

《工事概要図（写真、図面）》 
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《不調･不落対策等》 

１．総合評価落札方式（自治体実績チャレンジⅡ型）  

競争参加者が少数と見込まれ、地元企業の新規参入を促すため、技術難易度がそれほ

ど高くない工事について、採用するものです。特徴は次のとおりです。 

１） 企業の技術力のみを評価対象とし、地域に精通した企業の参加の促進、担い手

となる企業の確保を図ります。 

２） 都県政令市の工事成績評点等を評価し、国実績の無い（少ない）企業の参入を

促します。 

 

２．余裕期間制度（フレックス方式）  

本工事は、受注者の円滑な工事施工体制の確保を図るため、事前に建設資材、労働者

確保等の準備を行うことができる余裕期間を設定した工事であり、契約時に令和９年２

月２６日までの間で受注者は工事の始期及び終期を任意に設定することができます。 な

お、工事の始期までの余裕期間内は、監理技術者等の配置が不要となります。 

 

３．競争参加資格の緩和 

１）企業に求める施工実績の緩和 

  企業に求める施工実績（※）は、「橋梁形式がプレテンション方式の   橋上部の新

設工事」に限定せず、以下の（ア）として緩和をします。 

     （ア）  橋上部の新設工事であること。 

     ※施工実績については、発注機関は問いません。 

 

４．見積活用方式 

  〇見積の提出を求める工種 

    直 工事費のうち「  橋工」「橋梁付属物工」「防護柵工」 

  〇見積の提出を求める理由 

    土木工事標準積算基準類に基づく価格と実勢価格に乖離が生じていると考えられるた

め、入札者から見積の提出を求め、その価格の妥当性を検証の上、予定価格に反映する

「見積活用方式」を試行します。 

  〇見積価格書等が提出できない場合であっても、入札にあたって欠格などの不利益が生じ

るものではありません。 

  〇「見積活用方式」で採用した見積単価は電子入札システムにおいて公表されます。 

 

《発注スケジュール》 

 ○入札公告                      ：令和８年３月２６日（木） 

○競争参加資格確認資料、入札書、工事費内訳書の提出期限：令和８年４月２３日（木） 

○開札日                       ：令和８年５月２１日（木） 

 

 

 


